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第1章緒
　杉山1）（1924）が二十日鼠の腎細胞を中性赤

で生体染色中，細尿管の聞に，新しい細胞群を

発見し，これに腎小島と命名したのを嗜矢と

し，Ruyter　2）（1925）は輸入動脈壁にi変異を発

見した．即ち，申膜の滑卒筋細胞は多かれ少な

かれ穎粒牲上皮様細胞となるため，該部の血管

は肥厚するが，内揮力膜を欠いていたので，結

局，糸球体の血流調節を為すものと推論した．

Masson　3）（1924），　Oberling4）（1927）も同様な

構造を入及び家兎の腎に証明し，皮下グロム

ス，脾のSchweigger－Seidelの被覆細胞と構造

上の類似性から生物学的機能を類推した。goor－

maghtigh　5）（1932）は人及び猫において輸入動

脈のみならず，輸出静脈にも無繊維性細胞群

を発見し，これをLes　Segments　Neuro－myo－

arteriels　Juxtaglomerulaires　du　reinと名付けた．

ZimmermaDn6）（1933）は輸入動脹に介在する

特殊な上皮性細胞群を各種の哺乳動物につい

て，仔細な描写を為し，Polkissenと名付けた．

Matbis　7）（1934），Schumacher　8）（1938）は動静

言

脈吻合と構造及び生理的意義を関連させ，Schu－

1nacherメ）はこの構造を非クローム嗜好性副交

感祠1経i細胞であると称している．13echer　9）（193

6），：Feyrter　lo）（1940）はPolkissenの外に，腎

内分泌島の存在を報告したが，杉山11）（1943）

は再び腎小島に関する所論を展開し，これを卵

円型と円柱型に分類し，goormaghtighの細胞は

腎小島に斜ならず，Polkissenは活動せざる腎小

島と考えたが，Becher及びFeyrterの細胞と
は異なると蓮べ『ている．原田12）（1952）は二十

日鼠のPolkissenについて，これは純血管系よ

り由来する上皮様筋細胞であり，滑亭筋細胞の

上皮化は輸入動脈のみならず，小葉間，葉間動

脈においても上皮化が存在することがあり，滑

卒筋細胞の上皮化の程度と部位，更には切片切

断の方向と厚さにより種々なる形態を取ること

は必然で，Becherの細胞もこれに過ぎないと

極言している．以上，多数の学者により発見さ

れ，命名された特殊細胞群は糸球体血管極周囲

領域の細胞を包含する故にその混同錯雑は冤か
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れぬ所であるが，余の当面する研究課題とした

特殊細胞群はPolkis・en（血管壁上皮檬細胞）に

正しく該当するもので，輸入動脈周囲の特殊細

胞は論外とした．

　13echer　9）は糸球体血管極周囲領域に存在する

特殊細胞はPolkisse11，　Pa「aPo「talen－Pa「avagcu1’

alen　ZellgrupPe及びSockelplasmodluln（goor

maghtigh細胞群の一部）に分類しているが，

goormaghtigh13）．　Zhl」mermam6），　Feyτterlo）及び

石川14）（1950）等はこれらをmacula　densaと共

に機能上の旧位と考え，生理的蓮関性はこれを

否定し得ないと述べている．

　さてPolki　ssenの機能についてはRuyter　2）の

所説は前述の通りであるが，輸入血管の閉鎖機

構についてHavlicek　15）（193334）は斯る上皮

檬細胞は膨化及び脱膨化によって動静脹吻合部

位の血管腔iを開閉すると考え，BeDniDghoff16）

（1930）は上皮檬細胞の牧縮性の外に，その形

態変化によって血管腔の拡張閉鎖が行われ得る

ことを指摘している．糸球体血管極領域におけ

る特殊細胞群と祠1経との関連について，始めて

注目したのはgoormaghtigh　5）である・彼1によれ

ば糸球体血管極領域の特殊細胞を無髄，稀には

有髄の祠1経繊維網が纒絡し，これらの細胞の形

態及び配列はシュワン氏細胞を思わせ，全体像

は皮膚の触小体を思わしめると述べ，感覚剃1経

終末小体と見倣している．更に輸入良心の閉銀

は上皮檬細胞群により直接に生起するのでなく

て，前述の如き一種の感受器から反射を喚起し

て円融の試着筋繊維によって生来すると説明し

ている．Kno〔lhe17）（195051）の祠1経：組織学的

研究によれば，輸入血管の二一に存在する無髄

祠1経叢からPolkissenは絡末期（terminalreticul－

uln）の形で祠1経繊維を受けているが，更に糸球

体血管極周囲領域の細胞には多数の無二二1経繊

維が高高しており，この祠軽繊維網とシュワン

氏細胞とは植物祠1経性Synzytiumに接続され

た知覚絡末装置と考えられ，糸球体の血圧動揺

に対する植物剥高論受容野の性格を帯びると推

論している．石川14），島尾18）は輸入血管及び潤

管で区劃される部位を糸球体△部と称し，該部

に豊：富な祠1経構造を見ると為し，就中，ヒヨリ

ン檬物質の証明に成功したという．更にPo1冒

kissen部位をQ細胞と称し，いかなる染色にも

抵抗することから恐らく，水分を主体とした膨

潤細胞とし，その周囲の剃軽との連絡を考慮し

ている．：Becher　g）（1936）はParapQrtalen　Zellen

から分泌される物質がPolkissenに働いて1）01－

kissonの膨化を起こして輸入動脹を閉鎖すると

考え，更に輸入動脈の筋細胞は受容野としての

Socke1Plasmod五ulnより中枢祠1経を通じて牧民

すると考えたが，K：noche　17）（1951）の論文中に

は白鼠の腎臓においては，Polkissenは糸球体血

行調節に形態学的にも実験的にも，それ自体が

関与するのでないという結論であると記載され

ていることは注目すべきことであろう。

　しかし，これら糸球体血管極領域に存在する

特殊細胞群が何らかの内分泌を為すとの考察は

杉山1）（1924）が始めて提唱したが，Goormag－

htigh　19）（1938－40）は犬及び家兎について，実験

的研究を為し，犬においては正常の場合にもヴ

ィタミンD過剰の場合にも細胞学的に内分泌

機能を持つとは考えられないが，家兎では嘉暦

のこれらの細胞群の柳島が分泌穎粒を持ち，こ

れらの細胞は脳下垂体前葉のクローム嗜好性細

胞の如く明らかに内分泌性の外観を呈すると述

辱べ，Goldblatt法による家兎及び犬の虚血腎にお

いて，これらの細胞群雨の無繊維性細胞が腺様

特徴を表わすと述べた．Schumacher　8）はアセ

チールコリン，｝；echer　9）はヒスタミン，アドレ・

ナリン分泌読を唱えた．Feyrter　lo）（1940）は

Rechersche　ZeUhau免1ユが内分泌性を持つことを

認め，PolkissenとBechersche　ZeUhaufen，　Ad－

vent｛tie11es　Nerv6sgeaecht及びMac111a　densaと

の聞に生物学的連関性の存在することを順調し

た．　Dunihne　20）（1940）　をま　］uxtaglomerular　apP－

aratの週期性分泌能を唱え，この細胞は塩基性

と酸性の穎粒を持ち，高血圧の場合には酸性願

粒細胞の大きさとi数は増大する故，酸性穎粒は

腎昇圧物質の源であると述べた．
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　以上，Polkissenの機能については糸球体の

血流調節が先ず提唱され，その機序に関しては

Po】klssen自身の形態変化によるとする説，糸球

体の血流及び血圧の変動に対する知覚感受装置

であるとする説，及びPolkissenが内分泌機能

を持つという諸説が存在するわけである．しか

し，一方ではPolkissenは少なくとも人間及び

犬においては輩なる中膜細胞の変形に過ぎない

とし，その機能を否定するものがある．即ち，

Prez（1948）はPolkissel｝が内分泌細胞でない

と結論し，．その血流調節機能はこれを保留した

が，Schloss（1945～48）はうゾテにおける上皮

様細胞の数と馬杉腎炎の血圧，Goldb】attの高1血

圧，利尿，ピッイトリン利尿抑制，腎上体の摘

出，脳下垂体摘出及びヴ、タミンA，D，E欠乏

症との間に関係を認めず，Oliver（19斗445）も

亦，Polkissenの細胞に内分泌性を暗示するも

のを見出さずとし，血管壁の薄い動脈が糸球体

に入る場所の器械的刺戟により招来した構造変

形物に過ぎないと極言している．

　然るに，Polkissenに存在する顯粒物質に関し

ては，最近，組織化学の進歩から俄かに脚光を

浴びるに至った．

　並木21）等（1943）により，本細胞顯粒が塩1基

性色素であるゲンチアナ紫（以下GVと略す）

で容易に且つ明瞭に染色されることが判明し，

原田22）（195253）の組織化学的研究により，G

V染色機構が閾明され，GV穎粒の中心が硫酸

多糖類であることが解明された。余も亦，大原

，3）（1949）のCytol反応により　Polkissen響町

が硫酸多糖類なることを原田と独立に確認した

のである．原田22）はビアルロン酸，コンドロイ

チン硫酸及びヘパリンによる血液性1伏変化によ

って糸球体1血1行調節の可能距を推論している．

余は前述の所説に鑑み，この問題の解明に寄与

する目的を以て，自律1神経毒及び血圧降下剤で

ある自律湘南遮断剤による腎血行の変化が本細

胞，特にGV霧粒に如何に影響するかを実験的

に研究し，叉G▽穎粒についてはその化学的性

が犬に鑑み種々なる血液凝固剤を投与し，興味あ

る結果を得たので，ここにこれを報告し御批判

を乞う次第である．

第2章実験方法及び実験材料

　実験動物には15～259の成熟二十日鼠を使用し，特

に飼育条件を一定するに勉めた．

　標本窪製は亜木21、の方法に準拠してこれを行った・

即ち，Zenker一’Formol液及び3％重：クロム酸加里後固

定，型の如くパラフ1ソ包埋し，切片は3μとした．

　染色はハンゼソ「鉄ヘマトキシリソ」で核染色を行

い，10万倍ゲンチアナ紫溶液で7時間染色し，「アニリ

ン・キシロール」（1：2）で弁別を行った．なお，「ヘ

マトキシリソ・エオジン」染色を行い腎臓の組織学的

検：索に供した．

　Polkissenの細胞数算定は大城24）の方法に従い「ゲ

ソチアナ紫」穎粒の算定はPhy11is　merrit　Hartroft＆

W・Stanley　HartroFt　25）の比較指標に準拠してPo1－

kissenの量的質的変化を追究した．

　1）Polkissen細胞数：の算定法（大城）

　腎外側豫より緑門の方向に左右腎各・々50個の糸球体

を計上申に出現するPolkissenの細胞総数を前述100

個の糸球体の三つPolkissen細胞数とする．即ち，腎

外側より第1糸球体に至る迄の当該細胞総数を第1糸

球体所属の細胞総数とし，第1糸球体の数，50個に充

たざる場合は第1より第2糸球体に至る迄に存在する

当該細胞を検し，これを第2糸球体所属のPolkissen

細胞総数とする．かくの如くにして，左右腎において

各六50個の糸球体を計上し，この間に出現する総：Po1・

kissen細胞数の三徳午均値を求める．

　2）Polkissen　G　V引回の算定法（1）hyllis　merrit

Hartroft　et　al】

　一標本に出現するすべての糸球体について，糸球体

1個を1軍位（unit）と見倣し（：Polkissenの存在する

場合，しからざる場合及びPolkissenのみの場合も夫

’々1軍位と見倣す）．穎粒の存在するものはこれを次

の4段階に分類する．

　（十）……核の周囲に極ぐ僅かの穎粒の存在するも

の．

　（赫）……1～3個迄の細胞に穎粒が散在（scatter）

するもの．
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　（柵）……1～3個迄の細胞で穎粒が胞体に充満（dens

ley　pack）するか，或いは（粁）程度の穎粒が4個以

上の細胞に存在するもの．

　（柑｝）……4個以上の細胞に穎粒が充満しているも

の．

　以上，附図（2～5）参照．

かくして，（十），（料），（珊），（柵）の個数に各々

1，2，4，8を乗じたものの代数和を100軍位に換

算した数値を以て穎粒比較指標とする．

第3章実

　　　　第1項　正　常　動　物

1．Polkfsse11細胞数及び穎粒指標

Polkissen細胞数は手均2．94（2．47～3・21）で

験成　績

あり大城2毒〉の成績は亭亭2．90（2．47～3．34）で

あり，略ぐ相似た結果である．顯粒指標は早均

148．6（130．3v158．1）であった．（第1表〉

第1表　無処置正常動物

動物
番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

体

重

18．0

エ8．0

13．0

15．0

16．0

21．5

21．5

25．0

16．5

26．0

性

別

δ

δ

ε

δ

δ

♀

♀

♀

3
♀

POlkissen

細胞数

2．64

3．エ5

2．80

2．95

3．07

2．47

2．88

2．98

3．21

3．29

穎粒度数分布　％
＋　什1柵1｛1冊

7，2

4．1

2．7

6．9

7．1

6、6

7・8

4．0

5。0

8，1

10．1

10．3

8．5

12．1

13．8

15．4

14．9

6．1

7、5

8．5

29．5

29．4

24．5

25．3

26．5

23．5

28．4

30．7

31．9

25．1

1．4

1．0

1．6

1．1

2．0

2．2

0．7

2，2

0．6

0．9

糸球体

総：数

139

エ94

188

174

196

136

141

179

160

211

1⊃olkissen

穎粒指標

156．8

150．5

130．3

141．4

157．1

149．3

156．7

158．1

152．5

133．2

　2．Polkissen顯粒（GV穎粒）の性状

　GV穎粒は大概，大きさ一様で手等に胞体に

散在しており，（冊）最：竜多く，（什）これに次

ぎ，（＋），（偲｝）も僅かに存在している．附図

（1）参照．

　　　　　第2項　自律祠1経毒
　自律：祠1経毒として使用せる薬剤はアドレナリ

ン（三共製），塩酸ピロカルピン，硫酸アトロピ

ン，アセチールコリン（オビソート，第一製薬），

プロスチグミン（ワゴスチグミン，：塩野義），麦

角アルカロイド（ライゴスチン，森下製薬），塩

酸ヒスタミンで，生理的食塩水で稀釈し，連日，

背筋に注射し実験に供した．なお，対照群とし

て同量の生理的食塩水（体重エ09当り0．1cc）を

注射した．

　1．Polkissen細胞数及び穎粒指標

　第2～16表に示した通りである．薬物注射群

と食塩水注射対照群との間における卒均値の比

較は第27表に示した．

　即ち，Polkissen細胞数李均値はアドレナリン

1～2mg／kg・同0・2rng／kg，アトロピン0．04m9

／kg，及びヒスタミン10m9／kg注射群では，そ

れぞれ9．5％5・4％，5．Ig6，1エ．3％対照群に

比し減少を示し，ラィゴスチン1mg／kg，同0．1

m9／kg，ピロカルサン1m9／kg，ワゴスチグミ

ン0・04m9／kg，アセチールコリン20m9／kg，

アトロピン0・2m9／kg注射群では，それぞれ

6．7％，0．4％，7．0％，1．5％，1．4％，2。9％対

照群に比し増加を示したが，以上いずれも推計

学的に有意とはいえなかった．只，ピロカルピ

ン0・4mg／kg，ワゴ’スチグミン0．1m9／kg，アセ

チールコリン10mg／kg注射群では，それぞれ

【21】
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16、4％，11．6％，15．3％対1照群に比し増加し，

推計学的にも有意な増加であった．

　穎粒指標雫均値はアドレナリン1～2mg／kg，

同0．2m9／kg，ピロカルピン0．4mg／kg，同1m9

／kg，ワゴスチグミン0・04m9／kg，同0．1m9／

kg，アセチールコリン20m9／kg，アトロピン’

0．2mg／kg，ヒスタミン10m9／kg注射群では，

それぞれ30．3％，17．1％，13．7％，21．8％，

34．8％，2410％，31．9％，9．4％，28．0％対照

群に比し減少し．推計学的にも有意な減少であ

った．ライゴスチン1m9／kg注射群では3．6％

増加し，同0．1mg　kg，アセチールコリン10mg

／kg及びアトロピン0・04rng／kg注射群では，そ

れぞれ0．1％，4．8％，1・5％減少したが，いず

れも推計学的に有意ではなかった．

：第2表　生理的食塩水注射群…0．1cc／10930日

動物
番号

1

2

3

4

5

体

重

10．0

18．5

20．0

11．5

15．0

性

別

ε

δ

♀

ε

ε

Pc》1kissen

細胞数

3．11

2．61

2．46

2．86

2．75

顯粒度数分布％

＋1詞曲柵
9．9

6．8

5．5

4．5

7．2

8．6

8．5

8，3

9．0

11．4

27．8

24．4

23．4

26．3

23．5

1．3

0．6

0．7

0．6

0．6

糸球体1P・）lk・ssen

総数傾粒指標

151

176

145

156

166

142．4

126．1

121．4

132．7

128．9

第3表生理的食塩：水注射群0．1cc／10915日

動物
番号

11

12

13

14

15

体

重

’19．0

21．5

19．5

17．5

20．0

性

別

δ

8

δ

＄

♀

1〕01kissen

細胞数

2。46

2．95

2．55

2．83

3．06

穎粒度数分布　％

＋1司柵1柵
5．3

3．8

5．2

14・8

15・2

5．9

10．7

9．8

9．7

8．5

29．0

25．8

26．9

26．1

27．8

0．6

1．9

0

0．6

0．9

糸球体

総：数

169

159

193

165

212

Polkissen

二二指標

137．9

143．4

132．6

133．3

141．0

第4・表アドレナリン注射群エ～2m9／k930日

動物
番号

1

2

3

4

5

6

体1性
　　　

重1別
｝1：釧1

15．0

13．0

14．0

15．0

8

δ

8

ε

・・1k・SS・n襯粒度数分布％1糸聯

細胞釧刊州三州総数
2．78

2．28

2．60

2．42

2．35

2．52

21．3

29．3

17．7

17．5

24．8

21．6

5．8

9．5

10．2

9．0

11．5

5．7

エ4．2

11．2

8．2

14．1

14．2

14．9

0

0

0

0

0

0

ユ55

116

147

177

113

134

Polkissen

穎粒指標

89．7

93．1

70．7

92．1

104．4

94．8

【22コ
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第5表アドレナリン注射群。，2mg／kg　15日

動物
番号

11

ユ2

13

14

15

体

重

17．5

19．0

ユ7．0

15．0

18．0

性

別

3
＄

δ

＄

＄

Polkissen

細胞数

2．48

3．07

2．58

2．41

2．60

穎粒度数分布％
＋1副冊｝柵
13．0

11．8

9，6

9．9

10．3

8．7

6．7

8．4

7．0

11．3

18．6

24．1

19．9

20．3

21．6

0．6

0．5

0．6

0

0

糸球体

総：数

ユ61

195

166

172

204

Polkissen

一粒指標

109．9

125．6

・ユ10．8

105．2

119．1

第；6表　ライゴスチン注射群1mg／kg　30日

動物
番号

1

2

3

4

5

体

重

16．5

20．5

21．0

17．0

19．0

性

別

6
♀

3
＄

8

Polkissen

細胞数

2．80

2．57

2．82

2．94

3．10

二十度数分布％

＋1州柵1柵
7．7

4．8

6．0

3．8

3．6

11．5

9．6

10．4

12．3

11．5

21．512．3

24．5

22．4

25．1

23．7

1．1

0．7

2．4

2．2

糸球体

総数
ユ30

188

134

211

139

Polkisse11

穎粒指標

135．4

130．3

122．4

147．9

138．8

第；7表ライゴスチン注射群0．1mg／kg　15日

動物
番号

11

12

13

14

15

体

重

17．0／

20．0

14．5

15．0

18．0

性

別

＄

8

6
δ

3

Polkissen

細胞数

3．00

2．73

2．811

2．65

2．74

穎粒度数分布％

＋1什国1柵
10．7

9。1

5．1

5．8

2．4

11．4

10．4

9．7

7．1

8．6

24。2

24．8

23．6

25．0

23．3

0．7

0

3．1

1．9

3．8

糸球体

総：数

149

165

195

156

210

POlkissen

隠語指標

135．6

129．1

143．6

ユ35．3

143．3

／r

：第8表　ピロカルピン注射・群0．4mg／kg　30日

動物
番号

1

2

3

体

重

9．0

11．0

17．0

一4巨・・5

51・6・・

性

別

δ

δ

♀

3
－3

Polkissen

細胞数

3．06

3．28

3．34

3．23

穎才度数分布％

＋1岡宮1柵
11．6

9．6

12．0

13．7

3・・3巨4・4

11．0

8．4

8．7

9．3

11．2

20．6

23．4

19．3

18．1

16．0

0

0

1．3

0

0．5

糸球体

総：数

155

167

150

183

188

Polkissen

穎粒指標

116．1

119．8

117．3

104．4

104．8

第；9表　ピロカルピン注射群1mg／kg　45日

動物
番号

11

12

13

14

ユ5

体

重

14．0

13．5

24．0

21．0

21．5

性

別

8
＄

3
♂

ε

Polkissen

細胞数
2．8エ

3．12

3．06

2．65

2．35

穎粒度数分布％1糸球倒・・lk・sse・

＋1州柵hll｝
7．6

13．6

21．5

11．0

15．2

11．8

8．3

11．0＼

9．0

6．1

20．0

18．3

19．3

20．0

16．5

0

0

0

0

総：数

170

169

181

200

・い64

弓田指標

111．2

103．6

121．0

109．0

93．3
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第10表　ワゴスチグミン注：射群0，04mg！kg　30日

動物
番号

体

重

1　　12．0

2　　11．5

3　　10．5

4113・0
5　　15．0

性

別

ε

ε

8

δ

♂

1）olkissen

細胞数

2．89

2．64

2．85

2．86

2．73

穎粒度数分布％

＋1矧柵1柵
21．3

13．7

17．3

16．7

14．1

10．9

9．8

5．9

6．3

4．3

13．8

19．7

8．9

10．4

12．9

0

0

0

0

0．6

糸球体

総数
174

183

237

222

163

Polkissen

穎粒指標

98．3

112．0

64．6

70．7

79．1

第；11表　ワゴスチグミン注射群0．1mg／kg　i5日

動物
番号

11

12

13

14

15

体

重

13．5

15．5

20．0

16．0

18．0

性

別

ε

3

3

8

8

Polkissen

細胞数

3．20

3．33

2．90

3．52

3．22

二十度数分布％

＋i副帥1柵
16．5

20．7

11．8

19．9

13．5

7．4

4．9

8．3

5．4

7．0

18．8

12．0

22．5

17．2

0．6

0

0．6

0

・8・71・・6

糸球体

総数：

176

184

169

186

171

1⊃olkissen

穎粒指標

110．8

82．8

123．1

99．5

107．0

第12表　アセチールコリン注射群10mg／kg　30目

動物
番号

1

2

3

4

5

体

重

10．0

12．5

13．0

16．0

15．0

性

別

δ

8

3

♀

♂

Polkissen

細胞数

3．12

3．10

3．04

3．43

3．17

二手度数分布％
＋1田冊1｛冊
20．3

13．4

12．4

15．3

18．1

11．4

10．3

7．7

10．7

9．4

18．4

24．2

20．1

25．3

15．0

0．6

0

1．8

0

1．3

糸球体

総数
158

194

169

150

160

Polkissen

顯粒指標

121．5

130．9

122．5

138．0

ユ06．9

第13表　アセチールコリン注射群20mg／kg　15日

動物
番号

11

12

13

14

15

体

重

15．0

25．5

22．0

27，5

16．5

性

別

δ

＄

δ

3
＄

Polkissen

細胞数

2．87

2．86

2．72

2．51

3．10

穎才度数分布％
＋i刑柑山掛
15．1

17．6

19．1

17．6

14．3

8．3

7．9

3．9

4．0

6．8

20．0

12．1

10．5

14．4

18．1

1．0

0

0．7

0

1．2

糸球体

総数
205

165

152

】25

161

POlkis忘en

聴聞指標

119．5

81．8

74．3

83．2

109．9

第14i表アトロピン注射群0．04m9／kg　30日

動物
番号

1

2

3

4

5

体

重

15．0

12．0

14．5

19．0

16．0

性

別

3

8

δ

♀

δ

】POlkissen

i細胞数

2．66

2．71

2．47

2．61

2．63

穎才度数分布％

＋1什1愈愈
1．2

5．4

2．5

9．8

3．3

8．5

8．4

9．0

8．6

13．7

19．4

23．5

24．9

20．2

27．5

3．0

1．8

1．0

1．8

0

糸球体

総：数

165

166

201

163

153

POlkissen

穎粒指標

120．0

130．7

127．9

122．7

140．5

【24】



Pclkissenに関する実験的研究 ユ907

第；15表　アトロピン注射群0．2mg／kg　15日

動物
番号

11

12

13

14

15

体

重

20．0

ユ6．5

21．0

19．0

15．0

性

別

δ

ε

δ

δ

δ

Polk二issen

細胞数

2．72

3．23

2．89

2．49

2．95

穎粒度数分布　％

＋田1柵陣
2．5

6．7

12．1

12．7

2．6

11．0

7．5

7．6

10．2

3．2

22．1

22．4

21．2

18．6

28．8

1．8

1．5

0．8

0．8

1。9

糸球体

総　数

163

134

132

118

エ56

Polkissen

彫工指標

127．6

ユ23．1

118．2

114．4

ユ39．7

第16表　塩1酸ヒ気タミン注射・群10mg／kg　30日

動物
番号

1

2

3

4

5

体

重

13．0

14．0

ユ3．0

18．0

15．0

性

別

6
δ

♀

8

3

Polkissen

細胞数

2．13

2．95

2．16

2．53

2．44

穎・粒度数分布％

＋1絹珊1刑冊
13，1

15．6

14．6

34．4

20．8

9．7

6．6

5．1

6．5

4．0

16．0

21．6

ユ7．1

4．5

17．0

0

0

0

0

0

糸球体

総：数：

206

167

158

154

159

1）01kissen

穎粒指標

96．6

115．0

93．0

65．6

98．7

　2．　Polk｛ssen穎粒（GV穎粒）の謡歌i変化

　余の実験群において血温の減少ある場合には

Polkissen細粒（GV穎粒）の性状及び胞体内分

布に次の如き変化が見られる．前述の如く，正

常動物では穎粒は大概，平等に胞体内に分布し

ており，大きさ一様で，（＋）程度のものは稀に

存在するが，大小不同もない．しかし穎粒の減

少する場合は次の3型に大約分類できる変化が

あらわれる．

　a型（微細穎二型）

　僅かの微細化した望見が次のように散在して

いるもの．

　b型（粗大穎粒型）

　頼粒の分布は粗髪化，微細化して顯粒は減少

するが一部の顯粒が増大．時に大円型二丁の出

現するもの．

　c型（胞体透明型）

　時にごく僅かの微細四一が存在することがあ

るが，顯粒は消失し，胞体は腫大，透明化し細

胞膜の明瞭となるもの，附図（6～9）参照．

　以下，記載を簡輩にし，a型，　b型及び。型

として順次記載する．

　アドレナリン注：射群　　　　、

　毎kg　1～2mg　30日注射群……全心に雨粒は

極めて微細化減少してa型及び（＋）程度のもの

多く，稀には。型も認められる．間々穎粒の増

大したものを認め，b型も存在する．即ち，a型

最も多く時に顯粒の増大したものがあり稀にb

型，c型がある。

　毎kg　O．2mg　15日注射群……典型的a，b，c型

はないが，全汎に穎粒は散在性で（十）程度の穎

粒を持つものが可なり多い．顯粒の増大が間々

存在する．即ち，穎粒の胞体内分布が粗で間々

増大した穎粒が存在する．

　ライゴスチン注射群

　概して顯粒の胞体内分布は密で微細化，大小

不同はないが，頼粒は幾分増大している・即ち，

雨粒は梢ζ増大する外，著変がない．

　ピロカルピン注射群

　毎kg　O．4rng30　日平身寸群・・・…　果頁粒をま微糸田イヒ減

少したa型となるが，一方増大，大小不同，大

円形顯粒が出現する．しかし顯粒の胞体内分布

は雫均せず，同一Polkissen細胞内でも一部で

は清失し他部分では散在性の穎粒が存在してお

【25】
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り，或いは全汎に穎粒が粗漏化したb型も少な

くなく。型も時に存在する．即ち，穎粒の胞体

内分布は不均一，粗燧化する．a型，　b型があ

り。型も稀にある．

　毎kg　lmg　15日注射群……全汎に顯粒は減少

し，a型，　b型及び。型が少なくない．

　ワゴスチグミン注射群

　毎kg　O．04・mg　30日注射群……果頁粒カミそ炭糸田イヒ

減少したa型が多く，時に。型も認められる．

叉穎粒の胞体内分布は不均一で同一Po】kissen

細胞内でも雨粒の脱失した部分があり，他の部

分では散在性の穎粒を持つ歌島である．叉穎粒

の分布が粗懸化し増大したb型も認められ，大

円形穎粒も稀に存在している．即ち，a型及び

（十）程度の顯粒を持つもの多く，叉武辺：の胞体

内分布の不均一及び粗髪化したものがあり，b

型及び稀に。型も存在する．

　毎kg　O．1mg　15日注射群……穎粒の微細化減

少したa型が多く，b型も存在する．大円形顯

粒は稀にある．即ち，a型が多く昭々b型が存

在する．全話に穎粒は散在するに過ぎない．

　アセチールコリン注射群

　毎kg　10m930日注：晶群……顯粒は増大し，

胞体内分布も比較的稠密であるが，一方a，b

型も混在している．大円形頴粒が混在してい

る．即ち，a，b型と比較的稠密な亀のが混在し

ている歌態である．

　毎kg　20mg　15日注射群………顯粒は著：明に微

細化減少したa型があり，穎粒は一部増大する

が胞体内分布は粗品化してb型となるものが多

い．大円形顯粒は認められない．即ち，a，b型

が大部分をしめている．

　アトロピン注射群

　概して穎粒は散在性で職こ増大を見るが，大

円形穎粒もなく，対照に比し大差がない．

　ヒスタミン注身寸群

　穎粒の微：細化減少したa型が最も多いが，c

型も可なり多く，’特に動物番号4，5では。型

が多い．時に増大，稀に大円形顯粒の出現を認

めるが顯粒の胞体内分布は粗髭化したb型が多

い．即ち，a型最：多で。型も可なり多い．　b型

は少ないが存在しており，穎粒は明らかに減少

している．

　3．腎臓の病理組織学的変化

　アドレナリン注射群

　毎kg　1～2mg　30日注射群……糸球体は充血

軽度にあり，漏壷壁の兜厚，核の減少及び基礎

膜の増加があり，皮質及び髄質には鯵血，スタ

ーゼ及び血管内硝子様物質が認められる．細尿

管は腫脹し，核の染色性が低下しているが，叉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細尿管上皮の変性，消失を認める部分も存在

し，管腔には網が犬乃至液晶の物質を見る．即

ち，本心では壁血及びスターゼと細尿管上皮の

変性消失がある．

　毎kgO．2m915日注射群……糸球体に著変な

く，皮質及び髄質に古血があり，後者に著し

い．細尿管は腫脹している．即ち，璽血を認め

るが，細尿管の変化は軽度で腫脹を認めるのみ

である．

　ライゴスチン注射群

　毎kg　lm930日注射群……糸球体蹄係の基礎

膜は梢々増加し，皮質の毛細血管は拡張してい

る．髄質に近き中等大動脈周囲には僅かに細胞

浸潤があり，細尿管には異常がない．

　毎kgO．1m915日注射群……糸球体は大小不

同であるが血球の充盈はよい．皮質の毛細血管

は拡張しているが，血球の充盈は少ない．細尿

管上皮は著変がないが，髄質には円柱を認め

る．即ち，ライゴスチン注射群では著変がな

い．

　ピロカルピン注射群

　毎kgO．4m930日注射群……皮質及び髄質に

欝血なく，全汎に貧．血性である．糸球体は腫大

せず，蹄係の細胞成分は少なく，核は濃縮し，

蹄鼠壁は肥厚している．細尿管は管腔iの拡張，

上皮の扁『二化が著明で，髄質に近き細尿管には

上皮の浩失が見られる．即ち，皮質の血球充盈

悪く，間質性腎炎様変化があり，細尿管の変化

が彊い．

　毎kg　lmg　15日注射群・・一糸球体は大小不同
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で蹄係の基礎膜の増加がある．細尿管の管腔拡

張及び上皮の扁二化もあるが，核の染色性は比

較的良好である．間質には所々に類円形，楕円

形の核の集録したものがある．即ち，細尿管の

障碍と，聞質の細胞増加を認める．

　ワゴスチグミン注射群

　毎kg　O．04mg　30日注射群……皮質及び髄質

には可なりの欝血があり，皮髄質境界部には

スターゼもある．糸球体は蹄係基礎膜の増加あ

り，全汎に聞質の細胞が増加し，細尿管では核

の膨大，大小不同，配列の不整になった部分が

あり，上皮の室胞形成，原形質の少なくなった

部分がある．即ち，響血及びスター二等の血行

障碍と細尿管上皮の変性温温及び間質の細胞増

加を認める．

　毎kgO．1m915日注射群……糸球体は赤血球

の充盈よく，叉回忌がない．翻脈は拡張し血球

の充盈が強い．皮髄質境界部にはスターゼがあ

る．細尿管は腫脹し，核の壊死，更に室胞変性

を全汎に認める．髄質には円柱がある．即ち，

二二と細尿管上皮の変性壌死を認める．

　アセチールコリン注射群

　毎kg　10m930日注射群……糸球体は腫大，

鼠姑内にはクロマチンに富む細胞が増加し，基

礎膜の増加も軽度にあり，充血している．ボー

マン嚢内には禦欣物や少数の赤血球を見る．動

脈，静脈及び毛細血管の血球充盈涌く，大きな

静脈にはスターゼがある．細尿管は腫脹し，核

の大小不同，グロマチンの含有量種々にして，

核の壊死，崩壌しかけたもの，胞体の液化せる

部分あり，聞質の増生はない．即ち，糸球体の

腫大，ボーマン嚢内への滲出，出血，スターゼ

が混く細尿管には壌死液化した部分を認める．

　毎kg　20m915日注射群……糸球体は腫大，

蹄係は拡張し基礎膜の増加があり，ボーマン嚢

上皮は腫大，腔内には硝子様物質の滲出を見

る．皮質の動脈も赤血球の充盈強く，静脈及び

毛細血管も彊く充盈しスターゼを見る．細尿管

は腫脹し核の変性，深藍，上皮の室胞形成が著

明で更に液化浩失した部分がある．髄質には円

柱がある．即ち，糸球体の腫大，ボーマン嚢内

への滲出があり，細尿管上皮の変性消失及び核

の壊死が著明である．

　アトロピン注射群

　毎kg　O．04mg　30日注射群……糸球体の血球

充盈はよく，皮質の毛細血管，翻脈は拡張し，

皮髄質境界部に僅かに混血がある．小動脈の周

囲に細胞の集籏が僅かに見られる．細尿管は六

二がない．即ち，殆んど著変がない．

　毎kg　O．2mg　15日注射群……糸球：体は温気が

ない．轡．日高は軽度に存在するが細尿管は核の膨

大可なり多く，胞体にも室胞形成軽度にあり，

腫脹も軽度に認められる．即ち，軽度ながら細

尿管に変性を認める．

　ヒスタミン注射群

　全汎に貧血性で糸球体の赤血球充盈は悪い．

皮質の静脈は拡張しているが室虚である．細尿

管上皮には腫脹と核の染色性低下がある．大き

な動脹の周囲には細胞浸潤が軽i度に存在する．

即ち，全汎に血管の充盈が悪く，細尿管にも変

性を認める．

　　　　　第3項自律心経遮断剤

　使用した遮断剤はT．E．A．B（テブロン，

興和化学），ベンヂール・イミダゾリン（イミダ

リン，山之内製薬），ダイベナミン（佳友化学）

であり，生理的食塩水で稀釈し背筋に注射’し

た．ダイベナミンは腹腔内に隔日に注射したも

のがある．

　予備実験

　本剤の用：量決定を兼ね試みにテブロン及びイ

ミダリンを大量に注射し致死せしめた．即ち，

テブロンは毎kg　100mg，・fミダリンは毎kg

200m9で致死せしめ速かに固定，標本を作製し

た．Polk1ssenの顯粒（G▽雨粒）は一部微：細化

し，或いは増大して僅かに散在するが，時に大

円形穎粒の出現を見た．叉穎粒の分布は稠密に

存在するのでなく，粗で数は著明に減少してお

り，更に胞体が透明化して顯粒の脱失せるもの

すら存在する．「ヘマトキシリン，エオヂン」染

色標本では皮質，髄質共に著明な鯵血，スター
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ゼを見，動脈も赤血球で充満している．糸球体

は腫大，蹄係の拡張とその内腔におけるビアリ

ン檬物質の増加を見た．細尿管は腫脹してい

た．これら，致死した例は恐らく本剤の大量投

与により低血圧を起こし迅速に死亡したものと

考えられる．以上の変化はイミダリンの方が著

明であった．附図（10）参1照．

　1・P・lkissen細胞数及び穎粒指標

　第17表～23表に示した通りである，薬物注射

群と食塩水注射対照群との闇における干均値の

比較は第27表に示した．

　即ち，Polkissen細胞数李均値はイミダリン

201119／kg，同4mg／kg，同2mg／kg，ダ’イベナ

ミン20m9／kg，同10mg／kg及びテブロン20

mg／kg注射群ではそれぞれ対照群に比し7．3％，

6．5％，3・2％，4・3％，7．2％，7．6％減少を示

し，テブロン10m9／kg注射群では5．5％増加

を示したが，いずれも推計学的に有意ではなか

った．

　穎粒指標卒均値はそれぞれ23，0％，16・3％，

8．7％，29．2％，28．2％，34．1％減少を示し，

推計学的に有意な減少であった．但し，テブロ

ン10m9／kg注射群では2．7％増加したが推計

学的に有意ではなかった．

第17表　イミダリン注射群20mg／kg　30日

動物
番号

1

2

3

4

5

6

7

体

重

14．5

19．5

22．5

23．0

20．5

18．5

14．5

性

別

8

δ

♀

♀

♀

8

3

1）olk二isse1ユ

細胞数

2．41

2．64

2．55

2．54

2．60

2．59

2．54

穎粒度数分布　％

＋i什1柵1冊
15．8

15．2

8．7

9．5

9．0

10．6

13．0

6．6

6．1

7．2

11．4

10．6

6．5

7．3

12．5

14．0

23．1

17．1

20．6

17．1

23．2

0

0

0

0

0

0

0

糸球体

総　数

152

164

195

158

199

170

177

Polkissen

穎粒指標

78．9

83．5

115。4

100．6

112．6

91．8

120．3

第18表　イミダリン注射・群4mg／kg　15日

動物
番号

11

12

13

14

15

体

重

21．5

15．0

16．5

14．0

13．0

性

別

　8

8

、3

ε

δ

Polkissen

細胞数

2．71

2．59

2．55

2．57

2．56

穎粒度数分布　％
＋「什［柵1柵｝

7．6

6．5

13．3

14．1

14．3

8．6

10．0

8．7

8．8

7．9

23．8

21．2

18．7

19．4

14．8

1．0

1．8

1．3

0

1．1

糸球体

総：数：

210

170

150

170

189

Polkissen

穎粒指標

127．6

125雪3

116．0

109．4

97．9

第19i表　イミダリン注射・群2mg／k915日

動物
番号

21

22

23

24

体

重

14．0

16．5

12．5

13．0

性

別

ε

8

8

ε

Polkissen

細胞数

2．58

2．69

2．92

2．53

穎粒度数分布　％

＋1什1柑1。冊

10．9

9．8

10．5

9．2

8．5　21．8

5．9　22．0

8．5　22．9

9・2118・4

1．2

1．0

1．5

3．1

糸球体

総：数：

165

205

153

162

Polkissen

穎粒指標

124．2

117．0

134．6

126．5
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：第20表　ダイベナミン注射群20mg／k915回（腹腔）

動物
番号

3

4

5

6

7

体

重

10．5

11．5

15．5

17．5

17．5

性

別

♀

δ

♀

8
ε

POlkissen

細胞数

2．73

2．55

2．76

2．57

2．64

穎粒度数分布％

刊什1柵i柵
17．9

16．7

8．6

19．9

27．9

9．8

8．1

7．9

8．8

14．3

14．5

12．9

18．6

16．2

11．0

0

0

0

0．7

0

糸球体

総：数：

173

210

140

136

154

1⊃011く三ssen

合膝指標

95．4

84．3

98．6

108．1

100．6

第：21表　ダイベナミン注射群10mg／kg　15日

動物
番号

21

22

23

24

25

体

重

12．5

14．0

14．5

12．0

13．5

性

別

8
ε

ε

ε

δ

Polkissen

細胞数

2．69

2．52

2．65

2．44

2．58

』穎才度数分布％

＋i些些柵
14．8

16．6

12．4

17．7

14．5

6．2

5．3

7．7

1．5

5．8

ユ5．7

18．5

18．3

ユ6．2

21．5

0

0

0．6

0

0

糸球体

総数
210

151

169

130

172

POlkissen

四駅指標

90．0

101．3

105．3

85．3

112．2

第22表　テブロン注射群20m9／kg　15日

動物
番号

11

12

13

ユ4

15

体｝性

重　　別

18．0

21．0

17．5

20．5

15．5

δ

6

8

3

Polkissen

細胞数

2．48

2．49

2，33

2．57

812・93

穎才度数分布％

＋1司州冊
29．4

12．5

18．2

16．1

13．5

5．5

7．5

9．6

ユ0．9

9．9

14．7

13．8

10．1

13．1

17．0

0

’0

1．0

0

0

糸球体

総数
163

160

198

137

141

］Polkissen

顯粒指標

93．3

82．5

85．9

90．5

ユ01．4

第；23表　テブロン注射i群10mg／kg　30日

動物
番号

1

2

3

4

5

体

重

15．5

16．5

17．0

9．0

16．0

性

別

8
δ

3

3

8

二Polkissen

細胞数

3．03

2．89

3．19

2．31

3．11

穎粒度数分布％係球体

＋【什i柵1柵
9．7

12．1

12．1

24．5

9．1

7．4

13．1

10．6

8．4

6．3

27．3

27．1

22．2

16．1

24．0

1．1

1．0

1．0

0

2．3

総数
176

199

207

143

175

Polkissen

穎粒指標

142．6

154．8

130．0

105．6

136．0

　2．Polklssen顯粒（GV穎粒）の性状変化

　’イミダリン注射群

　毎kg　20mg　30日注射』群……著明に微細化し

たa型及び寸々増大，稀に大円形穎粒を持つb

型が多く。型も可なり多い．

　毎kg　4mg　15日注＝七六……才六の増大したb

型が最：も多いが，動物番号14，15ではa型及

び。型が著しい．

　毎kg　2mg　15日注射群……顯粒は増大，微細

化工牛ばしている．しかし穎粒は上記注射群に

比すれば比較的稠密である．大円形穎粒が比較

的多い．
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　ダノfベナミン注射群

　毎．kg　20mg隔日15回腹腔注射群……穎粒は

増大すると共に胞体の他部分では微細化し大小

不同が著明で顯粒の分布は二二化している．b

型最も多く次いでa型で。型も稀に存在する．

大円形顯粒は稀である．

　毎kg　10m915日筋肉注射群……a型最：も多

く次いでb型があり，大円二三粒も前記注射群

より多い．c型は稀であるが，動物番号22では

。型が大部分をしめている．

　テブロン注射群

　毎kg　20mg　15日注射群……感温は典型的な

a型，c型及びb型でしめられている．

　毎kg　10m930日注：射群……顯粒は著明に増

大しており大円形穎粒も混在している．即ち，

b型の比較的稠密な移行型である．しかし動物

番号4では穎粒が微細化乃至沿失したa型及び

。型が大部分をしめている．

　3．腎臓の病理組織学的変化

　イミダリン注射液

　毎kg　20mg　30日，　毎kg　4m9　15日注身寸群…

・糸球体は三二の拡張及び蹄係内ビアリン檬物

質の増加がある．毛細1血管及び静脈の拡張及び

スターゼがあり，動脈内腔にもピアリン様物質

が存在し内膜の肥厚を軽度に認める．叉血管周

囲に細胞浸潤があり，闇質に細胞が集回してい

る．皮質の細尿管は腫脹し，核の染色性低下及

び壊死，管腔には円柱を認め，腎上皮に室胞変

性も認められる．即ち，静脹の轡血，スターゼ

が著明で細尿管の変1生壊死と間質の細胞の増加

を認める．

　：毎kg　2mg　15日注射・群……欝血と細尿管の変

性を軽度に認めるに過ぎない．

　ダィベナミン注射群

　毎kg　20mg隔日15回腹腔注射群……糸球体

は赤血球充盈し，二二の膨化，ビアリン様物質

の増加があり，ボーマン嚢内への滲出物も認め

られる．皮質の毛細管及び静脹は赤血球充盈し

鶴血及びスターゼを認める．叉」血管周囲には軽

度ながら円形細胞の浸潤があり，聞質の細胞の

増加が認められる．細尿管の管腔拡張，上皮の

変性像も認められる．即ち，糸球体蹄係のビア

リン様物質の増加及びボーマン二二への滲出を

認め，静脈系の壁血，スターゼ，血管周囲浸潤

を認め，聞質の細胞増加があり，細尿管の変性

も存在する．

　毎kg　101ng　15日筋肉注射群……糸球体の赤

血球充盈は弱く寧ろ点式である．毛細血管及び

静脹の拡張がある．細尿管には上皮の腫脹，変

性を認める．即ち，糸球体及び血管系は拡張す

るも充盈悪く，細尿管に変性を認める．

　テブロン注射群

　毎kg　20mg　15日注射群……糸球体は赤血球

の充盈割に強く，蹄係の拡張及びビアリン様物

質の増加があり，濃縮した大なる核が見られ

る．著明なのは皮質毛細血管及び静脈の壁血で

スターゼも闇々見られる．叉血管周囲には小円

形細胞の浸潤がある．細尿管は上皮の腫脹と核

の染色性低下及び壌死があり，稀に上皮の消失

も認められる．管腔には円柱が存在する．即

ち，皮質及び髄質の著明な脂血及びスターゼが

あり，細尿管上皮に変性壌死を認める．

　毎kg　10m930日注射群……糸球体は著変な

く，鰐血及び髄質にスターゼを見る．細尿管は

軽度に腫脹し，核の染色性低下を見るも概して

変化は軽度である．即ち，璽血と髄質のスター

ゼを見るが細尿管の変性は軽度である．

　　　　　第4項血液凝固剤
　使用せる薬剤はトルイヂン青（メルク製），ヴ

ィタミンK（カチーフK4），ゼラチン（10％鈴木

氏滅菌ゼラチン液）でこれを前記実験と同様注

射した．

　1・Polkissen細胞数及び顯粒指標

　第24表～26表に示した通りである．薬物注射

群と食塩水注射対照群との間における平均値の

比較は第27表に示した．

　即ち，POlkissen細胞数手均値はトルイヂン

青，ヴィタミンK及びゼラチン注射群では，

それぞれ対照群に比し2．2％，4．7％，12・7％減

少したが推計学的に有意でなかった．顯粒指標
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三二値はそれぞれ54．0％，25．9％，35．4％減少 を示し，推計学的にも有意の減少であった．

第24表　トルイヂン青注射群10mg／kg　15日

動物
番号

1

4

3

4

5

体

重

10．0

13．0

13．0

11．5

14．5

性

別

3
♂

δ

3
δ

Polkissen

細胞数

2．49

2．99

2．64

2．73

2．72

穎粒度数発布　％

＋1矧柵D掛
16．5

25．9

13．8

20．6

19．2

7．7

7。4

8．9

7．3

4。8

6．7

6．8

9．8

7．3

6．6

0

0

0

0

0

糸球体

総　数

194

162

225

165

ユ67

1）olkisse】ユ

穎粒指標

58．8

67。9

70．7

64．2

55．1

：第25表　ヴィタミンK注射群50mg／kg　15日

動物
番号

1

2

3

4

5

体

重

12．0

15．0

12．0

11．5

13．0

性

別

3

3

3
δ

δ

Polkissen

細胞数：

2．80

2．48

2．71

2．58

2．64

穎粒度数分布　％

＋1田柵睡
17．1

17．4

19．2

15．0

13．9

11．4

5．6

9．8

10．9

8．6

16．1

15．3

15．0

17．0

19．3

0

0

0

0

0．5

糸球体

総　数

211

144

193

147

187

Polkisse11

穎粒指標

104．3

89．6

99．0

104．8

112．3

第26表　10％ゼラチン注射群0．1cc／10930日

動物
番号

1

2

3

4

5

6

体

重

20．5

16．0

17．5

15．0

16．0

ユ6．5

性

別

6

3
♂

δ

♀

♀

］E）olkissen

細胞数

2．23

1．91

2．45

2．78

2．79

2．28

穎粒度数分布　％

＋田1柵［冊
18．3

31．3

21．1

18．0

13．0

20．9

7．4

9．7

8．6

11．2

8．2

10．2

10．4

3．7

11．2

ユ5．6

ユ5．2

ユ0．7

0

0

0

0

0

0．6

糸球体

総　数

202

134

152

250

184

177

Polkissen

顕粒指標

74．8

65．7

82．9

102．8

90．2

88．7

　2．Po］kissen．穎粒（GV穎粒）の性状変化

　トルイヂン青注射群

　著明に微細化したa型及び。型が主であり，

稀に増大，大円形穎粒を件うb型か乃至梢ζ増

大した穎粒の散在したものを見るに過ぎない．

　ヴィタミンK注射’群

　穎粒の微：細化及び増大が相4主ばしており，典

型的なb型及び。型はない．増大した二期も胞

体に散在しているに過ぎず，決して稠密ではな

い．

　ゼラチン注射群

　著明な顯粒の微細化でa型が大部分をしめて

おり，稀にb型を認める．一例，動物番号2で

は。型が大部分をしめている．

　3．腎臓の病理組織学的変化

　トルイヂン青注射群

　糸球体は赤血球よく充盈する外，著変がな

い．大きな血管及び皮髄質境界部に僅かに轡血

が認められる．細尿管は梢ζ腫脹するが核の変

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ性なく，管腔に微細な穎届物の析出を見るもの

がある．即ち，著変がない．

　ヴィタミンK注：射群i

　　　　　　　ら　細尿管に軽度の腫脹を見るのみで著変がな

い．
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、

　ゼラチン注射群

　糸球体の赤．血球充盈は割合に充分で，動脈壁

は膨化，肥厚し，核周囲に二二が多いのが見ら

れる．血管は赤．血球よく充盈し，時に紮1伏物が

つまっている．血管周囲には細胞浸潤があり，

著明なのは聞質の細胞の集籏と共に，その周囲

の細尿管には核の各種変性像を認めることで1

管腔には円柱も存在する．

第27表
実
験
群

正常動物

対照群
0．85％NaC1

対照群
0．85％NaC1

アドレナ
リン

注射群
アドレナ
リン

注射群
ライゴス
チソ
野薄寸群

ライゴス
チン

注射群
ヒ。ロカル
ビ。ン

注射＝群
ピロカル
ビ。ン

注射群
ワゴスチ
グミン

注射群
ワゴスチ
グミン

注射群
アセチー
ルコリソ
注射軍群

アセチー
ルコリン
注射群
アトロピ
ン

注射群
アトロピ
ン

注射群
ヒスタミ
ン

注射群
イミダリ
ン

＿注一曲群．

イミダリ
ン

注射群

実験方法

0・1cc／109－30日

0・1cc／109　15日

1～2mg／k930日

0・2mg／k9ユ5日

1mg／kg　30日

0．1mg／kg　15日

0・4mg／kg　30日

1mg／kg　15日

0・04mg／k930日

0・1rag／k9　15日

10mg／kg　30日

20mg／k9　　15日

0・04mg／kgε0日

0．2エng／k9　15日

10mg／k930日

20mg／k930日

4nユg／kg　　　15日1

PO】kissen

細胞数
牛均

　2．94
（2．47～3．21）

　2．75
（2．46～3．11）

　2．77
（2．46～3．06）

　2．49
（2．28～2．78）

　2．62
（2．41～3．07）

　2．84
（2．57～3．10）

　2．78
（2．65～3．00）

　3．20
（3．06～3．34）

　2．79
（2．35～3．12）

対照に
対する

増減
　％

一9．5

一5．4

十6．7

十〇．4

十16．4

有意
十7．0

　2・7gi＋・・5
（2・64～2・89）1

　3．23
（2．90～3．52）

　3．17
（3．04～3．43）

　2．81
（2．51～3．ユ0）

　2．61
（2．47～2．71）

　2．85
（2．49～3．23）

　2．44
（2．13～2．95）

　2．55
（2．41～2．64）

　2．59
（2．55～2．71）

十11．6

有意
十15．3

、有意

十1．4

一5．1

十2．9

一11．3

一7．3

6．5

穎粒度、数分布　亭均％

＋1田砦什i冊

6．0

6．8

4．9

21．5

10．9

5．0

6．3

12．3

13．8

16．6

16．6

15．8

15．6

4．4

6．8

19．2

11．5

11．0

10．5

9．2

8．9

8。7

8．5

11．1

9．4

9．7

27．4

25．2

27．2

12．8

21．0

23．7

24．1

19．3

　19．3118．9

7．4

6．5

9．9

6．1

9．6

7．8

6．8

8．0

8．8

12．8

17．7

20．7

14．5

23．1

22．9

15．4

18．5

19．6

1．4

0．8

0．8

0

0．3

1．7

2．1

0．4

0

0．1

0．3

0．7

0．6

1．5

1．4

0

0

1．0

一糸総
餐球

る乱数

1718

794

898

842

898

802

875

843

884

979

886

831

858

848

703

844

1215

889

Polkissen

二二指標

李均値

148．6

130．3

137．6

90．8

114．1

135．0

137。4

112．5

107．6

84．9

104．6

ユ24．0

93．7

128．4

ユ24．6

93．8

100．5

115．2

対照に
対する

増減
　％

一30．3

有意
一17．1

有意
・十3．6

＿0．1

一13．7

有意
一21．8

有意
一34．8

有意
一24．0

有意
一4．8

一31．9

有意
1．5

一9．4

有意
一28．0

有意
一23．0

有意
＿16．3

有意
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イミダリ
ン

注射群
ダイペナ
ミン

注射群
ダイベナ
ミン

注射群
アフロン
注射群

アフロン
注射群
トルイヂ
ソ青

注射群
ヴィタミ

ンK
注射群
ゼラチン
注射群

2mg／kg　　　15日

2・m・／kg鰭

101ng／kg　　15日

20mg／kg　15日

10mg／kg　30日

10mg／kg　15日一

50mg／kg　15日

10％0・1cc／109

　　　　30日

　2．68
（2．53～2．92）

　2．65
（2．55～2．76）

　2。57
（2．44～2．69）

一3．2

一4．3

一7．2

　　　　　」7．6　2．56
（2・33～2・93）t

　2．90
（2．31～3．19、

　2．71
（2・49～2・99）

　2．64
（2．48～2．80）

　2．40
（1．91～2．79）

→一5．5

2．2

4．7

一12．7

10．1

18．0

15．0

16．9

13．0

7．9

9．7

5．5

8．6

9．3

18．7　　7．3

16．6

19．8

9．4

9．3

21．3

14．4

18．0

13．5

23．7

7．6

16．6

1ユ．7

L8

0．1

0．1

0．3

1．1

0

0．1

0．1

685

813

832

799

900

913

ユ25．6

97．4

98．8

90．7

133．8

63．3

・882　　　　102．0

1099 84．2

一8．7
有　意

一29．2

有　意

一28．2

有　劃

一34．1

有　意

十2．7

一54．0

有　意

一25．9

有　意

一35．4

有　意

第4章総括及び考按

　腎’臓の植物示五経分布は内臓紳経（交感読経）

及び迷走紳経がある．EIIエnger並びにHirt（26『27）

（192526）は内臓祠1経を大小内臓祠1経に区別し，

小内臓素謡のみ腎血管牧縮作用を持ち，拡張作

用は明確でないと述べている．祠1田28）（1933）

は内臓交感榊経論に脊髄副交感祠軽の存在を証

明し，これは腎血管を拡張させるという．迷走紳
　ぴ
経が分泌耐経で水分，電解質の分泌を催進ずる

と読くものに．Asher　u　Pearce（1918）Mauer－

hafer（1918）Eilinger　u　Hirt（1921）があるが，

迷走差引中には腎血管拡張示1軽の存在は確認さ

れていない（中沢29）1924）．腎臓内では迷走紳

経繊維は細血管に滑うて走り，輸出入動脈層迄

七っている（Rerner－Goormaghtighgo）1932）．

　さて，二十日鼠の腎臓への祠1経支配は清水31）

（1954）によれぽ迷走紳経は太陽紳経節に入り

たる後，腎臓へ逡入されていることを切断変性

実験で証明しているが，腎臓輸入小動脈の血管

運動紳経の支配に関しては未だ確定的な結論は

出ていない．一般に動脈系は交感祠軽により十

七し，副交感紳経によって拡張するのが通説で

あるが，滝野32）は腎動脈系に対しても，アセチ

ールコリン，ヒスタミン，血清過敏症の薬理学

的所見に基いて家兎では牧縮性副交感神経の存

在を主張し，東海林33）（1942＞は家兎で抗原抗

体反応に際し，腎動脈，特に細小動乱が二二す

ることを認め，これを牧縮性副交感祠軽の支配

に帰している．従って自律祠痘毒の腎血管薬理

は動物及び使用量によって複雑であることは容

易に想像される．されば個々の腎臓組織所見が

最も忠実な説明を与えてくれるものと考えられ

る．

　翻1つてPolkissen（以下PKと略す）の祠軽支

配はKnoche　17）によって無髄紳経繊維が証明さ

れたが，彼の論文中の絵図にはP：K部位には寧

ろ少なく，糸球体血管極周囲領域に多いし，彼

自身もGoormaghtigh　5）と同じくこの部分を知

覚感受体機構であると推論し，叉PK自体の形

態学的変化によって血流調節が白鼠腎では行わ

れるのでないという説が有力であると記載して

いる．

　アドレナリンが交感示申経末梢を刺戟し，腎血

管を牧縮させることは，周知の事実である．杉

山11）等（1943）は腎小島に何ら影響を与えずと

報告しているが用量の記載がない．余の実意群

では腎にスタ一一及び細尿管の変性溝失等の循
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環障碍に基く変化を認め，PKの顯粒の減少を

認めた．申鋤，小野35），佐藤36）はアドレナリン

注射により，いずれも腎血行障碍の結果，腎実

質の変性，萎縮腎虚変化及び聞質の増生を見て

いる．

　これに反し，ライゴスチン注射群ではPK及

び腎臓に何ら変化を認めない．

　次に副交感心経毒たるピロカルピンによって

斎藤37）は腎臓の出血を，久保3s）は壁血及び細尿

管上皮の混濁腫脹を見ている．余の実験群では

急性間質性腎炎39）檬変化（細尿管腔の拡張，上

皮の扁雫化；壌死，間質の細胞集籏，皮質の貧

血）を見，これは腎血行障碍に基ぐ変化なるこ

とを推定させる根拠であり，ワゴスチグミン実

験群においても細尿管の拡張，上皮の扁不化，

変性壌死，欝血及びスターゼ，間質の増生を見

ており，これも同檬，腎血行障碍を物語ってい

る．アセチールコリンが上皮檬筋細胞から分泌

されると提唱したのはSchumacher　8）である．

杉山11）（1943）は本剤が腎小島に何ら：影響を与え

ないと報告しているが用量の記載がない．谷口

40）（1934）は「アセチールコリン」ショック時の

腎臓所見は循環虚脱及び細尿管の変性であると

述べており，余の実験群では特に毎kg　20mg

注射群では著明な六二及び細尿管の変性を認め

ている．而もこれら，副交感示申経毒では，PK

細胞数は寧ろ増加の傾向にあり，然るにP：Kの

GV顯粒は減少していた．但しアセチールコリ

ン毎kg　10m930日投与群ではGV顯粒は対照

値に近い値を示しているが，その意味について

は更に後述しよう．

　次にヒスタミン（以下「ヒ」と略す）の腎血管

に対する作用は温飯説及び拡張読があるが，竹

島41），松永42）の研究によれば血圧下降と同時に

利尿障碍を起こす，松枝43），渡辺翰，谷口40）

（1934）は「ヒ」ショック時，腎臓に欝血及び細尿

管の変性を認め，余の実験群では腎臓の血管充

盈悪く，動脈周囲に細胞浸潤を認め循環不全の

歌態を示しており，細尿管の変性も認め穎粒は

減少した．なお，山田弓5）（1944）はPKの組織

学的検索と「ヒ」の生化学的定量法によって「ヒ」

がPKから分泌されるのでないと説明してい
る．

　叉，アトロピンでは，大量投与時に軽度なが

ら細尿管の変性を認め穎粒も減少したが，少量

投与群では腎に著変なくGV鼻面の増減も認め

られなかった．

　麟って腎臓の循環障碍（動脈の牧縮であれ，

血流量の減少であれ）による腎組織の形態学的

変化は極端な場合には皮質の広汎な壌死に迄達

するのであるが，血流が恢復すれば，腎の腫脹，

細尿管の拡張や，上皮細胞の扁準化も次第に軽

くなり形態学的に腎の循環障碍を把握すること

は困難となる．従って，あらゆる移行像が存在

するはずであり，腎の形態学的変化はこれを動

的に考察する必要のあるのは勿論だが以上，P

KのGV穎粒と腎臓組織所見を対比考察する

時，腎血行障碍がGV穎粒の減少に深い関係を

持つことが判明する．大城24）（1943）は馬杉腎

炎において血液停滞と顯磁性が犬の変化（大小不

同，増大，大円出面粒，微細化）が至大の関係

を持つことを指摘している．Goormaghtigh　19）

（193840）は虚血腎においては無原繊維性細胞

は反って肥大増殖に陥り，叉原形質内には多染

性の顯粒が出現すると述べ，かかる腺様特徴

から昇圧物質産生の場と考えたが，角，仁科46）

（1943）はこれを追試し，腎小島細胞は増加す

るが，細胞増加と血圧上昇との聞に並行関係は

認め得ないという．但し，PKについては細胞

は膨大し，著明な語誌を表わすというが，その

記載によっては，果して増量せるものか否かを判

定し難iい．叉実験動物も家兎であり，顯粒染色

方法も余の方法と異なる．

　さて，GV顯粒の減少が腎血行障碍に至大の

関係を持つことは更に余の降圧剤たる自律帥経

遮断剤投与実験で確められた．

　T㌔E．A．塩の自律棘経遮断作用はAcheson
＆Pereira　47）（1946），　Acheson＆Moe　48）（1946）

によれば血管牧縮性の交感紳経刺戟を祠1経節に

おいて遮断し，ベンヂール・イミダゾリン（以
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下BIと略す）はHartman＆lsler　49）（1939），

Schnetz＆：Fluch　5u）（1942），　Hermalln　et　a151）

（1941）により，ダイベナミンはNickerson＆

Goodmalm　52）（1945）により交感祠1経及びアド

レナリンの奏効器細胞に対する反応を末梢にお

いて遮断するものとせられる．その結果，末梢

血管は拡張し血圧は下降する．T・E．　A塩の腎

血行に与える影響については，末梢血管は拡張

するが，腎血管はなお牧面しており，正常血圧

者でも高血圧者でも腎血漿流：量及び糸球体濾過

量は減少するが，Aas　et：Blegan　53｝（1949Nこよ

ればこれは腎動脈の牧山によるという．Gruzeit

5り（1948）は犬及び大黒鼠に毎kg　15～’25m91

日2回筋注したが毒性はなかったが大量を静注

すれぽ呼吸麻痺，循環虚脱のため，死に至ると

述べ，：BIについては，田中55）（1950）は家兎に

毎kg　1～20mg注射し，利尿抑制と同時に血圧

下降，腎容積の著明な縮小を観察し，その原因

を腎血流：量の減少に帰している．Ogdene　56）（19

48），Raab＆Humphreys　57）（1947）はダイベナ

ミンが腎血漿流量及び糸球体濾過量を減少さ

せ，腎皮質の壊死を来たすと述べている．余の

実験群ではT．E．A塩毎kg　20mg，：B　Iは4mg，

ダイベナミンはiomg以上で著明な血行障碍，

及びこれに件う細尿管の変性を観察し，PKの

GV穎粒は減少を示した．叉，就中，予備実験

における大量致死例で著明な循環障碍と共に早

期に穎粒の減少を認めるのであって，かかる場

合における腎の組織学的所見はスターゼ，欝血

のみ著明であり，腎実質の障碍は比較的軽度で

あった．大城24）α943）は血行障碍高度なれば，

穎粒溝失を来たすべぎであるが，その像を確認

できないと報告したが，余は遮断剤実験群にお

いてこれを；確認した．叉T．E．A塩：毎kg　10m9

30日投与群及びアセチールコリン毎kg　10mg

30日投．心志では面諭の可なりの稠密なものを観

察したが，これは循環障碍があっても時雨の経

過と共に穎粒は次第に恢復することを示すもの

である．

　さてPKの血流調節機構は前述の如く，それ

自体の形態学的変化によるものでないと考えち

れているが，これはPK顯粒の存在を忘却した

所論というべきであろう．Hempelmann　58）（19

40）やAltschler＆Angeyne　59）（1949）は腎の細

血管の申層の滑止筋細胞にコンドロイチン硫酸

（以下「コ」硫酸と略す）の存在を主張し，原田

22）（1953）はP：Kにビアルロン酸，「コ」硫酸の存

在を証明し更にGV顯粒：り本態が硫酸多糖類で

あることを証明している．Hirma60）（1923）は

血管壁に血液凝固阻止物質を報告しているが，

川村61）（1940）等；は「コ」硫酸に血液凝固阻止作

用を認めており，大島62）（1952）は臨床的に偏

頭痛，メニエル譜面，更年期障碍の如ぎ循環障

碍と想像される疾患に効果を認めた．叉「コ」硫

酸は人体の血圧に影響を及ぼさないが墓の後肢

血管灌流では軽度ながら血管拡張作用を認める

という．ムコイチン硫酸（ヘパリン）が有力な

血液凝固阻止剤であることは周知の事実に属す

るが，Jorpes　63）（1937）はヘパリンが一両細胞穎

粒に含まれることを始めて証明し，原田64）（19

52）も組織化学上，肥壷細胞顯粒とPo】kissen

顯粒とが近似なることを証明している．Mor－

bort　Willterstin　65）（1952）はヘパリンが浮腫を急

速に減退させるが，これは血管の再拡張である

と説明している．

　さてこれら，硫酸多糖類の生理学的性散に関

連して，余の実験成績を解説するに，GV穎粒

の減少は腎循環障碍を改善すべくそれが血中に

放出された結果であるということが出来る．

　遮断剤予備実験において，早期に面面が著減

することからもこの事は理解される．谷口40）

（1934＞は実験的シヨ．ク時の腎臓の組織像は

血行障碍を主体とせる変化であると述べ，耳。－

we11（1918）はペプトンショック時，稻野66）（19

34）Best　67）（1938）は過敏症ショックの場合に

もヘパリンが血中に放出され増加すると述べて

いる．原田はPKに筋細胞を欠如する故，牧縮

能無しと断じ，硫酸多糖類がPKから分泌され

糸球体血管血液を牟流動性に保ち，血流乃至血

圧に対し影響を与えるものと推論しているが，
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余の実験で腎の血行障碍時に穎粒の浩失する事

実もPKが穎粒物質の分泌によって糸球体血行

を調節することを示唆する．更にヘパリン及び

「コ」硫酸が血液凝固阻止作用を持つに鑑み血液

凝固剤投与がGV願粒に如何に影響するやは穎

粒の本態から見て興味深いことである．

　トルイヂン青（以下TBと略す）は試験管内

でも生体内でもヘパリンを申和するといわれ

る．1．AlleD　68）（1947）はT：Bがヘパリンと結合

して血液凝固阻止作用を不活性化するが，血小

板数には変更を与えず，更にTBが腎臓から排

泄されることは尿が着色されることから分明で

あると報告している．TB注射群ではl　GV直面

は著減し，而もPK細胞数及び腎臓組織に著変

がないことはGV穎粒がヘパリンと深い関連性

を持つ根拠であろう．　　　　　　　　　　、

　次いでヴィタミンK注射群ではGV穎粒の減

少を見た．本剤を長期投与すれば肥満細胞を室

虚にするといわれ，これをMyslivcek　69）（1948）

は本剤によって過剰に作られたプロ1・・ンビン

がヘパリンを中和させるためと読明するが，

Koller　70）（194D，牛腸7玉）（1943）は健康人に，

今林72）（1953）は家兎に対し毎kg　40mg投与し

たがプロトロンビン値は麦化がないという．今

林は上記投与量の家兎腎臓に著明な血管の充盈

を見たが細尿管上皮の萎縮壌死を認めていない

し，余の実験群でも著：変がなかった．

　ゼラチンの血液凝固作用はその内に含まれる

0．5％のCaとフ1ブリノーゲン増加によると

いわれ，複雑であるが，林73）によれば血液成分

の膨脹及び膠様歌態の変化によるといわれる．

本剤注射群では著明な細尿管の変性及び間質の

増生を認めており，GV顯粒は減少している．

　以上，TB，ヴ4タミンK及びゼラチンはい

ずれもGV穎粒の減少を招来させるが，特にT

B及びヴィタミンKがヘパリンに拮抗する点か

ら見て，ヘパリンがPolkissenの血行調節機構

に関与するものであると考えられる．

第5章結

　二十日鼠に自律祠1経毒，自律祠！経遮断剤及び

血液凝固剤を投与し，Polk｛ssenの細胞数及び

穎粒（ゲンチアナ紫穎粒）を算定し，これを推

計学的に処理したところ次の成績を得た．

　1）交感祠1経毒

　アドレナリンは穎粒を減少させる．叉，腎臓

では組織学上，血行障碍及び腎実質の障碍が認

められる．顯粒の減少及び腎の組織学的変化は

大量使用の時，著明で，少量の時は軽度であっ

た．細胞数はいずれの場合も著変がなかった．

　麦角アルカロイド（ライゴスチン）では細胞

数及び穎粒に著変なく，腎臓にも紅織学上，著

変カミなカ、つた．

　2）　副交感示申経毒

　ピロヵルピン，ワゴスチグミンは細胞数を増

加させるが，四二は減少させる．腎臓には組織

学上，血行障碍と腎実質の障碍が著明であっ

た．

論

　アセチールコリンは大量の時，穎粒を減少さ

せるが細胞数は著変がない．少：量長期投与の時

は細胞数は増加し，乱言は著変がない．腎臓に

は組織学上，大量の時は血行障碍と腎実質の障

碍が著明であり，少量の時は比較的軽度であっ

た．

　アトロピンは大量の時，穎粒を減少させ，腎

臓セこは組織学上，軽度の血行障碍と腎実質の障

碍を認めた．しかし少量の時は三跡及び腎臓に

著変がなかった．細胞数はいずれも払出がなか

った．

　3＞　ヒスタミンは穎粒を減少させるが細胞数

は品変がない．腎臓には組織学上，血行障碍と

腎実質の障碍を認めた．

　4）　自律：祠i経遮断剤

　イミダリンは大量の時，穎粒を減少させ，腎

臓には組織学上，血行障碍と腎実質の障碍が著

明であった．少量の時は穎粒を減少させるが軽
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度で腎・臓の変化も軽度であった．

　ダイベナミンは穎粒を減少させる．腎臓セこは

組織学上，血行障碍と腎実質の障碍を明らかに

認めた．

　テブロンは大量の時は穎粒を減少させる，腎

臓では組織学上，血行障碍と腎実質の障碍が著

明であった．少量長期投与の時は穎粒は著変な

く，腎臓の組織学的変化は軽度であった．

　これら自律祠軽遮断剤では細胞数には小変が

なかった．

　5）血液凝固剤

　トルイヂン青，ヴィタミンKは穎粒を著明に

減少させるが～細胞数及び腎臓の組織学的所見

セこセま著i変カミなカ、つた．

　ゼラチンは穎粒を減少させるが，腎臓には組

織学上，間質の増生と腎実質の障碍が著明であ

った．細胞数には著変がなかった．

　6）上記の所見から穎粒の減少は腎臓の血行

障碍と深い関係を持つものと考えられる．即

ち，血行障碍が高度なれば穎粒は減少乃至消：失

する．しかし血行障碍も長期に亘れば穎粒は漸

次恢復する．叉Polkissenのゲンチアナ紫顯粒

は血流調節機構に関与するものの如く，その本

態はヘパリンなることが推定される．

　7）二二の減少する時は三冠の性1伏変化とし

て大小不同，時に大円形卵湯，微細化，分布の

粗霧化，消失等の変化が出現する．

　稿を終るに臨み終始御懇篤な御指導並びに御校閲を

賜わった恩師谷野教授飛びに御鞭廊下さった三辺助教

授及び教室員諸兄に深い感謝の意を表します．
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　第1図＝GV穎粒（正常動物）828×

　第2図：（十）を示すGV穎粒（トルイヂソ青

10mg／kg　注射群）　828×

　第3図：（十十）を示すGV三三（ライゴスチソ

0．1mg／kg　注射群）　828×

　第4図：（冊）を示すGV穎粒（テプロン10

説明
mg／kg　君日射群）　　550　x

　第5図3Glのを示すGV回忌（アセチールコ

リン〆10mg／kg注射群）　828×

　第6図：　a型（微細穎粒）を示すPolkisse11

（イミダリン20皿9／k9注射群）　828×

　第7図：　b型（粗大穎粒）を示すPolkissen
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（テブロン10mg／kg注射群）828×

　第8図：　c型（穎粒浦失）を示すPolkissen

（ダイベナミン20mg／kg注射群）828×

　第9図：大円形願粒（ダイベナミソ10mg／kg

注射群）828x

　第10図：著明な穎粒減少と粗大穎粒の出現

（イミダリン大量致死動物）828×

　第11図：　アド1／ナリソ1～2mg／kg注射群，

スタ・一ゼ，糸球体係蹄の軽い浮腫，細尿管上皮の

変性消失及び聞質の軽い浮腫，HE染色，270×

　第12図：　アセチールコリン10mg／kg注射群，

スタ・一ゼと糸球体血球充盈，HE染色，270×

　第13図：ピロカルピソ0．4mg／kg注射群，細

尿管の拡張，細尿管上皮の扁李化，皮質の貧血，

HE染色．130×

　第14図＝　ピロカルピソ1mg／kg注射群，間質

の細胞の集籏と細尿管の拡張及び上皮の扁牢化，

HE染色．270×

　第15図：　ワゴスチグミン0・11ng／kg注射群，

細尿管上皮の室胞変性と核の壊死，HE染色．

270×

　第16図：　ワゴスチグミン。．04mg／kg注射群，

間質の増生と細尿管の変生及び欝血，HE染色．

270×

　第17図：　アセチールコリン20mg／kg注射群，

細尿管上皮の壊死，液化及び消失，HE染色。

270×

　第18図：イミダリン20mg／k9注射群，細尿

管上皮の壊死，HE染色．270×

　第19図＝ダイベナミン20mg／kg注射群，ス

ターゼ，軽度の血管周囲浸潤と間質の細胞増加，

HE染色．270×

　第20図：テブロン20mg／kg注射群，随質の

強い血球充盈，HE染色．380　x

　第21図：ゼラチン0．1cc／109注射群，間質の

細胞集籏，HE染色．270　x
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